
今
日
か
ら
保
育
園
！

主
な
内
容

む
ら
の
人
口

新しい議員決まる　…　２・３

議会３月定例会　　…　４・５

春の人事異動　　　…　　６

公民館だより　　　…　15・16

（平成 20 年４月１日現在）　（　）は前月比　

総　数　…　9,334 人　（－ 28）

　男　　…　4,560 人　（－ 10）

　女　　…　4,774 人　（－ 18）

世帯数　…　3,219 世帯（－ ７）
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新
し
い
議
員
決
ま
る

清水 正康
しみず まさやす

33 歳 大田切 現②

宮田村議会

議員選挙

新議員 12人の顔ぶれ

投
票
率
は 

75
・
87
％　

　

任
期
満
了
に
伴
な
う
、
宮
田
村

議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
３
月
30

日
に
投
票
が
行
な
わ
れ
、
即
日
開

票
の
結
果
、
現
職
９
人
、
新
人
３

人
の
12
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
有
権
者
数
は
７
，０
５
４
人

（
男
３
，４
０
８
人
、
女
３
，６
４
６
人
）。

投
票
者
数
は
５
，３
５
２
人
（
男
２
，

５
５
５
人
、
女
２
，７
９
７
人
）
で
、

投
票
率
は
75
・
87
％
（
男
74
・
97
％
、

女
76
・
71
％
）
と
な
り
、
前
回
の
投

票
率
（
平
成
16
年
、82・59
％
）
を
６
・

72
％
下
回
り
ま
し
た
。

当落 候補者氏名 年齢 得票数

当選 清水   正康 33 691

当選 加藤   恭一 48 624

当選 小田切敏明 62 549

当選 松田　英俊 59 474

当選 城倉　栄治 52 472

当選 牧田　茂成 67 408

当選 田中　一男 57 395

当選 春日　　元 59 393

当選 赤羽　　正 64 386

当選 久保田秀男 57 326

当選 天野　早人 29 270

当選 宮井　　訓 46 164

次点 大石　智之 25 157

■ 候補者別の得票数

加藤 恭一
かとう きょういち

48 歳 町３ 現②

小田切 敏明
こたぎり としあき

62 歳 南割 現⑨

松田 英俊
まつだ ひでとし

59 歳 町１ 現③

城倉 栄治
じょうくら えいじ

52 歳 南割 新①

牧田 茂成
まきた しげなり

67 歳 北割 現③

田中 一男
たなか いちお

57 歳 大田切 現②

春日 　元
かすが はじめ

59 歳 新田 現②

赤羽 　正
あかば ただし

59 歳 町２ 現②

久保田秀男
くぼた ひでお

57 歳 中越 現③

天野 早人
あまの はやと

29 歳 町２ 新①

宮井 　訓
みやい おさむ

46 歳 大久保 新①

加藤清人選挙管理委員長が当選証書を付与

interview

議
長
に
松
田
氏

　

４
月
７
日
、
改
選
後
初
と
な
る

平
成
20
年
第
２
回
議
会
臨
時
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
行
な
わ
れ
た
議
長
選
挙

に
は
３
人
の
立
候
補
が
あ
り
、
投

票
の
結
果
、
松
田
英
俊
氏
（
59
）

が
当
選
し
ま
し
た
。
副
議
長
に

は
、牧
田
茂
成
氏
（
67
）
が
当
選
。

宮
田
村
議
会
が
新
し
い
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　〝
温
故
知
新
〟
と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、
先
輩
方

の
築
か
れ
て
き
た
伝
統
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
新
し

い
発
想
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
員
一
人
ひ
と
り
が
、
住
民
の
声
を
聞
く
の
は
当

然
の
事
と
し
て
、
今
度
は
『
議
会
』
自
ら
が
住
民
の

中
に
飛
び
込
ん
で
活
動
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

行
政
で
も
各
区
に
行
っ
て
懇
談
会
を
し
て
ま
す
が
、

議
会
と
し
て
も
そ
ん
な
活
動
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
次
代
を
担
う
村
の
中
学
生
と
話
す
機
会
も

持
て
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　

新
生
議
会
が
住
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

議長インタビュー

議長 松田 英俊

『
議
会
』
自
ら
が

住
民
の
中
へ
飛
び
込
ん
で
―
。
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定
留
保
資
金
及
び
当
年
度
損
益
勘
定
留
保
資

　

金
か
ら
補
填
）

　

村
道
路
線
の
認
定
・
廃
止

○
大
田
切
地
区
県
単
農
道
が
完
成
す
る
こ
と
に

　

と
も
な
い
国
道
１
５
３
号
線
か
ら
広
域
農
道

　

ま
で
を
１
路
線
と
し
て
認
定
す
る
た
め
２
級

　

村
道
１
路
線
を
廃
止
し
、
先
の
１
路
線
を
含

　

む
３
路
線
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問　

質
問
者
と
質
問
事
項

※
一
般
質
問
詳
細
と
村
の
答
弁
は
、
会
議
録
が

　
で
き
ま
し
た
ら
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

　
し
ま
す
。

田
中
一
男 

議
員

　

・
公
共
施
設
の
危
機
管
理
対
策
に
つ
い
て

　

・
村
職
員
の
資
質
向
上
対
策
に
つ
い
て

加
藤
恭
一 

議
員

　

・
上
伊
那
地
域
活
性
化
計
画
に
基
づ
く
企
業

　
　

誘
致
と
村
内
企
業
の
支
援
に
つ
い
て

　

・
西
山
山
麓
観
光
開
発
研
究
会
の
今
後
の
取

　
　

り
組
み
に
つ
い
て

久
保
田
秀
男 

議
員

　

・
第
３
期
老
人
福
祉
計
画
、
介
護
保
険
計
画

　
　

最
終
年
度
と
し
て
の
取
り
組
み
と
高
齢
者

　
　

福
祉
に
つ
い
て

　

・
第
４
期
老
人
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

　
　

計
画
策
定
に
つ
い
て

赤
羽　

正 

議
員

　

・
現
在
の
宮
田
村
の
自
律
の
村
へ
の
到
達
度

　

・
目
指
す
村
の
財
政
状
況

　

・
目
指
す
村
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
姿

   

き
下
げ
る
も
の
で
す
。

○
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正

　
　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
か
ら
の
答
申
に
基

　

づ
き
、
常
勤
特
別
職
の
給
与
、
議
会
議
員
の

　

報
酬
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の
で
、
平
成

　

20
年
度
も
引
き
続
き
村
長
13
％
、
副
村
長
・

　

教
育
長
と
も
に
10
％
、
議
会
議
員
５
％
を
減 

   

額
す
る
も
の
で
す
。

○
宮
田
村
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　
　

宮
田
村
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
手    

　

数
料
を
３
年
間
に
限
り
無
料
と
す
る
も
の
で 

　

す
。

○
宮
田
村
福
祉
医
療
費
特
別
給
付
金
条
例
の
全

　
部
改
正

　
　

長
野
県
の
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
の
補
助

　

内
容
及
び
対
象
者
等
の
見
直
し
と
後
期
高
齢

　

者
医
療
制
度
の
施
行
及
び
乳
幼
児
医
療
費
の

　

対
象
年
齢
拡
大
な
ど
に
と
も
な
い
改
正
す
る

　

も
の
で
す
。
主
に
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

　

帳
一
級
所
有
者
の
所
得
制
限
を
特
別
障
害
者

　

手
当
準
拠
に
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
乳
幼
児
医

　

療
費
の
対
象
を
小
学
校
６
年
生
終
了
ま
で
拡

　

充
す
る
も
の
で
す
。

○
宮
田
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
　

健
康
保
険
法
の
改
正
に
基
づ
き
改
正
す
る

　

も
の
で
、
主
に
適
応
す
る
法
律
が
老
人
保
健

　

法
か
ら
高
齢
者
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

　

に
改
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
他
、
乳
幼

　

児
の
窓
口
負
担
２
割
負
担
の
適
応
年
齢
を
６

　

歳
に
達
し
た
年
の
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
も

　

の
、
70
歳
以
上
の
方
の
窓
口
負
担
を
１
割
か

　

ら
２
割
に
す
る
も
の
で
す
。

○
宮
田
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の

　

規
定
に
よ
り
、
一
定
条
件
の
方
は
年
金
か
ら

　

徴
収
す
る
特
別
徴
収
を
行
う
も
の
で
す
。
ま

　

た
、
国
保
税
の
算
定
基
礎
に
後
期
高
齢
者
支

　

援
金
課
税
額
を
新
た
に
設
け
、
基
礎
課
税
額

　

及
び
介
護
納
付
金
課
税
額
と
合
算
す
る
も
の

　

で
す
。

○
宮
田
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
　

平
成
18
年
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
多
く
の

　

方
が
18
年
度
か
ら
20
年
度
の
介
護
保
険
料
が

　

課
税
層
に
該
当
し
、
保
険
料
が
変
る
こ
と
と

　

な
り
、
経
過
措
置
を
設
け
、
激
変
緩
和
を
行

　

う
も
の
で
す
。

○
駒
ヶ
根
都
市
計
画
事
業
西
原
土
地
区
画
整
理

　
事
業
施
行
条
例
の
一
部
改
正

　
　

平
成
11
年
度
よ
り
着
手
し
た
西
原
土
地
区

　

画
整
備
事
業
第
二
次
工
区
に
つ
い
て
現
在
の

　

地
番
に
合
わ
せ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

○
宮
田
村
土
地
開
発
基
金
条
例
の
廃
止

　
　

道
路
等
の
先
行
取
得
財
源
と
し
て
確
保
し

　

て
き
ま
し
た
が
、
公
共
事
業
の
減
少
に
よ
り

　

先
行
取
得
す
る
必
要
も
低
下
し
て
い
る
た
め

　

基
金
は
役
割
を
終
え
た
も
の
と
し
、
廃
止
す

　

る
も
の
で
す
。

　
　

予　

算

○
平
成
20
年
度
宮
田
村
一
般
会
計
予
算

　
　

予
算
総
額
32
億
９
，
９
８
８
万
円
で
前 

　

年
度
に
比
較
し
て
、
０
・
16
％
の
減
で
す
。

○
平
成
20
年
度
宮
田
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会  

   

計
予
算

　
　

予
算
総
額
７
億
２
，
５
６
６
万
円
で
前
年  

　

度
に
比
較
し
て
、
２
・
３
％
の
減
で
す
。

○
平
成
20
年
度
宮
田
村
老
人
保
健
医
療
特
別
会  

　
計
予
算

　
　

予
算
総
額
８
，
６
９
１
万
円
で
す
。

○
平
成
20
年
度
宮
田
村
介
護
保
険
特
別
会
計
予

　
算

　
　

予
算
総
額
５
億
２
，
１
０
１
万
３
千
円
で

　

前
年
度
に
比
較
し
て
、
４
・
４
％
の
増
で
す
。

○
平
成
20
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

　
算

　
　

予
算
総
額
７
，
２
０
１
万
９
千
円
で
す
。

○
平
成
20
年
度
宮
田
村
下
水
道
事
業
会
計
予
算

　
　

収
益
的
収
支
で
は
収
入
総
額
１
億
８
，　

　

５
０
２
万
７
千
円
、
支
出
総
額
２
億
８
，　

　

３
４
３
万
３
千
円
。
資
本
的
収
支
で
は
収
入

　

総
額
５
億
７
，
６
４
４
万
３
千
円
、
支
出
総

　

額
５
億
７
，
７
４
３
万
３
千
円
と
な
り
ま
し

　

た
。(

資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す
る

　

額
は
過
年
度
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
填)

○
平
成
20
年
度
宮
田
村
水
道
事
業
会
計
予
算

　
　

収
益
的
収
支
で
は
収
入
総
額
１
億
６
，　

　

５
４
３
万
５
千
円
、
支
出
総
額
１
億
４
，　

　

２
８
８
万
４
千
円
。
資
本
的
収
支
で
は
収
入

　

総
額
３
２
０
万
円
、
支
出
総
額
４
，
２
１
９

　

万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
（
資
本
的
支
出

　

額
に
対
し
不
足
す
る
額
は
、
過
年
度
損
益
勘

　

・
目
指
す
村
の
指
標
に
つ
い
て

　

・
臨
時
職
員
に
対
す
る
村
の
対
応
に
つ
い
て

清
水
正
康 

議
員

　

・
土
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

　

・
交
通
手
段
に
つ
い
て

　

・
基
金
の
創
設
に
つ
い
て

　

・
食
育
推
進
計
画
に
つ
い
て

　

・
教
育
に
つ
い
て

牧
田
茂
成 

議
員

　

・
宮
田
村
の
将
来
構
想
に
つ
い
て

　

・
学
校
給
食
に
お
け
る
食
の
安
全
対
策
に
つ

　
　

い
て

片
桐
敏
良 

議
員

　

・
平
成
20
年
度
の
予
算
案
と
む
ら
の
財
政
の

　
　

推
移
に
つ
い
て

　

・
釜
口
水
門
の
放
水
量
と
中
越
下
河
原
冠
水

　
　

に
つ
い
て

松
田
英
俊 

議
員

　

・
将
来
の
宮
田
村
に
変
る
諸
問
題
三
セ
ク
・

　
　

公
社
に
つ
い
て

　

・
地
球
温
暖
化
対
策
と
人
事
評
価
制
度
に
つ

　
　

い
て

春
日　

元 

議
員

　

・
活
力
と
や
さ
し
さ
に
満
ち
溢
れ
た
宮
田
村

　
　

を
目
指
し
て
か
ら

　

・
地
域
基
盤
・
居
住
環
境
整
備
の
村
内
幹
線

　
　

道
路
の
整
備
に
つ
い
て

小
田
切
敏
明 

議
員

　

・
４
月
か
ら
実
施
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　

に
つ
い
て

　

・
国
民
健
康
保
険
制
度
の
状
況
に
つ
い
て

３
月
定
例
会

　
平
成
20
年
第
１
回
議
会
定
例
会
は
、
３
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

25
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
議
案
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　４月２日をもって任期満了を迎えた議会

は、４月２日の３時に最後の全員協議会を

開催しました。小林議長から村理事者、職

員の協力に対するお礼の言葉のあと、清水

村長からの村政発展のために尽くされた議

員のみなさんへの感謝とお礼の言葉で協議

会を閉じました。

　４年間ありがとうございました。

議員任期を満了し解散

○
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の

　
一
部
を
変
更
す
る
規
約

　
　

補
正
予
算

○
平
成
19
年
度
宮
田
村
一
般
会
計
補
正
予
算
　

　（
第
９
号
）

　
　

入
札
差
金
、
経
費
節
約
等
３
５
２
万
９
千

　

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額

　

33
億
８
，７
４
１
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
平
成
19
年
度
宮
田
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
　

国
保
連
合
会
、
情
報
セ
ン
タ
ー
負
担
金
等

　

の
確
定
に
よ
り
、
１
，
７
１
４
万
１
千
円
を

　

追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額
７
億

　

８
，
２
６
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
平
成
19
年
度
宮
田
村
老
人
保
健
医
療
特
別
会

　
計
補
正
予
算(

第
３
号)

　
　

療
養
給
付
費
等
１
，
２
０
０
万
９
千
円
を

　

減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額
７
億

　

０
，
２
０
７
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
平
成
19
年
度
宮
田
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補

　
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　

介
護
保
険
給
付
費
等
の
増
に
よ
り
１
，
７

　

４
９
万
９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

　

ぞ
れ
総
額
５
億
３
，
９
７
５
万
円
と
な
り
ま

　

し
た
。

　

人　

事

○
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

　

３
月
31
日
で
退
任
す
る
小
林
副
村
長
の
後
任

と
し
て
、
矢
田
典
和
氏
（
57
歳)
の
選
任
が
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
一
致
で
同
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

任
期
は
平
成
20

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
４
月
１
日
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
平
成
24
年
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
31
日
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
年
間
で
す
。

　

条　

例
・
規　

則

○
宮
田
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の

　
制
定

　
　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
後

　

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
導
入
に
と
も
な
い
宮

　

田
村
で
行
う
事
務
等
に
つ
い
て
新
た
に
整
備

　

す
る
も
の
で
す
。

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び

　
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
か
ら
の
答
申
に
基

　

づ
き
、
特
別
職
の
う
ち
、
社
会
教
育
指
導
員

　

の
体
制
変
更
に
と
も
な
い
月
額
15
万
円
と
す    

   

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
国
会
議
員
の
選
挙
等  

   

の
執
行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
の
一
部 

   

を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
に
よ
り
選
挙
長
か   

   

ら
選
挙
立
会
人
ま
で
の
日
額
を
１
０
０
円
引 
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宮
田
村
消
防
団

　

新
し
い
役
員
体
制
で

ス
タ
ー
ト
！

　

宮
田
村
消
防
団
の
平
成
20
年
度
辞
令
交

付
式
が
４
月
１
日
に
行
な
わ
れ
、
新
入
団

員
、
新
役
員
に
団
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
入
団
員
は
29
人
。
真
新
し

い
法
被
を
着
て
、
さ
っ
そ
く
基
本
的
な
動

作
の
訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
３
月
末
日
で
退
団
さ
れ
た
29
人

の
み
な
さ
ん
、
長
年
に
わ
た
り
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

　

部
長
以
上
の
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。

団　

長　
　
　
　
　
　
　

   

平
澤
成
己

副
団
長　
　
　
　
　
　
　

   

酒
井　

学

本
部
長　
　
　
　
　
　
　

   

上
條
雅
典

第
１
分
団
長　
　
　
　
　

   

倉
田
康
秀

　

同
１
部
長
（
北
割
）　

     

百
沢　

隆

　

同
２
部
長
（
南
割
）        

松
崎　

裕

　

同
３
部
長
（
新
田
）        

小
林
泰
幸

第
２
分
団
長　
　
　
　
　

   

北
原
慎
吾

　

同
１
部
長
（
町
１
）　

     

山
岸
誠
司

　

同
２
部
長
（
町
２
）　

     

山
浦
典
祐

　

同
３
部
長
（
河
原
町
）     

小
田
切
誠

a p r i l

　

小
椋　

厚
（
新
規
採
用
）

長
野
県
派
遣

　

城
倉
淳
志(

総
務
課
管
理
財
政
係)

教
育
委
員
会

教
育
次
長

　

春
日
良
夫（
教
育
委
員
会
こ
ど
も
室
長
）

こ
ど
も
室
長

　

平
澤
敦
士(

長
野
県
派
遣)

こ
ど
も
室 

　

本
田
典
子(

住
民
福
祉
課
住
民
生
活
係)

中
央
保
育
園

主
任
保
育
士

　

飯
島
真
弓(

西
保
育
園
主
任
保
育
士)

保
育
士

　

藤
木
香
代
子(

西
保
育
園
保
育
士)

　

小
林
奈
央
（
新
規
採
用
）  

東
保
育
園

保
育
士

　

小
町
谷
綾
子(

西
保
育
園
保
育
士)

　

中
原
貴
子
（
新
規
採
用
）

西
保
育
園

主
任
保
育
士

　

宮
下
春
美(

中
央
保
育
園
主
任
保
育
士)

保
育
士

　

伊
藤
紀
子(

東
保
育
園
保
育
士)

　

田
中
郁
子(

駒
ヶ
根
市
派
遣)

宮
田
小
学
校 

　
　
　

※
敬
称
略

【
転
退
職
員
】   

（  

）
内 

異
動
先

教
諭

　

佐
々
木
良
雄
（
伊
那
東
小
学
校
）

　

鈴
木
由
美
子
（
伊
那
小
学
校
）

　

下
島
直
子
（
辰
野
南
小
学
校
）

　

唐
澤
剛
俊
（
南
箕
輪
小
学
校
）

　

原　
　

毅
（
信
大
附
属
特
別
支
援
学
校
）

　

池
田
裕
美
（
軽
井
沢
中
学
校
）

　

小
林
美
穂
（
丸
の
内
中
学
校
）

　

小
野
教
子
（
退
職
）

　

小
林
恵
子
（
退
職
）

事
務

　

原
ひ
ろ
子
（
南
箕
輪
村
南
部
小
学
校
）

図
書
館
司
書

　

片
桐
奈
美
子
（
退
職
）

【
転
入
職
員
】   

（  

）
内 

前
任
校 

教
諭

　

橋
本
明
典
（
辰
野
南
小
学
校
）

　

藤
木
久
志
（
飯
田
市
松
尾
小
学
校
）

　

倉
田
早
苗
（
南
箕
輪
村
南
部
小
学
校
）

　

田
畑
浩
人
（
伊
那
小
学
校
）

　

加
藤
麻
砂
美
（
東
春
近
小
学
校
）

　

辰
野　

豊
（
飯
田
市
和
田
小
学
校
）

　

馬
場　

司
（
東
春
近
小
学
校
）

　

森
田
ひ
ろ
み
（
南
箕
輪
小
学
校
）

講
師

　

島
貫
雅
子
（
赤
穂
小
学
校
）

栄
養
士

　

瀧
澤
き
ぬ
ゑ
（
新
採
用
）

事
務

　

田
中
直
子
（
南
箕
輪
村
南
部
小
学
校
）

図
書
館
司
書

　

伊
藤
百
合
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
指

　
　
　
　
　
　

導
員
）

宮
田
中
学
校 　
　
　

※
敬
称
略

【
転
任
職
員
】   

（  

）
内
異
動
先

教
諭

　

二
木
栄
次
（
富
県
小
学
校
）

　

川
村
み
ゆ
き
（
鼎
中
学
校
）

　

名
和
ま
ゆ
み
（
赤
穂
南
小
学
校
）

　

山
内　

隆
（
春
富
中
学
校
）

　

青
木
大
輔
（
組
合
立
鉢
盛
中
学
校
）

講
師

　

北
原　

瞳
（
駒
ヶ
根
東
中
学
校
）

　

北
原
弥
生
（
赤
穂
中
学
校
）

心
の
相
談
員

　

竹
内
京
子
（
退
職
）

【
転
入
職
員
】   
（  
）
内
前
任
校

教
諭

　

中
谷
清
茂
（
春
富
中
学
校
）

　

久
保
田
逸
巳
（
春
富
中
学
校
）

　

桂
本
真
司
（
駒
ヶ
根
東
中
学
校
）

　

武
田
恒
子
（
松
本
市
開
成
中
学
校
）

　

上
野
浩
成
（
大
下
条
小
学
校
）

　

山
本
ち
と
せ
（
諏
訪
市
神
明
小
学
校
）

講
師

　

野
口
育
美
（
新
任
）

心
の
相
談
員(

村
費
）

　

湯
沢
千
代
子
（
新
採
用
）

役
場
関
係

退
職 

 

　

春
日　

清（
会
計
管
理
者
兼
会
計
係
長
）

　

矢
田
典
和
（
総
務
課
長
）

　

西
尾
貞
人（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
）

会
計
室

会
計
管
理
者
兼
会
計
係
長

　

清
水
敏
美(

産
業
建
設
課
建
設
林
務
係

　
　
　

長
兼
土
地
開
発
公
社
事
務
局
長)

総
務
課

総
務
課
長

　

高
橋
克
實(

教
育
委
員
会
教
育
次
長)

総
務
係

　

福
澤
典
枝(

教
育
委
員
会
こ
ど
も
室)

企
画
情
報
係

　

武
井　

健
（
長
野
県
よ
り
派
遣
）

管
理
財
政
係

　

春
日　

学(

飯
島
町
派
遣)

住
民
福
祉
課

住
民
生
活
係

　

平
澤
美
登
里(

総
務
課
総
務
係)

産
業
建
設
課

建
設
林
務
係
長
兼
土
地
開
発
公
社
事
務
局
長

　

原　

寿(

産
業
建
設
課
建
設
林
務
係
兼

　
　
　
　
　

土
地
開
発
公
社
担
当) 

建
設
林
務
係

　

三
好
一
夫(

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　

施
設
担
当
係
長)

農
政
係

　

樋
屋
速
水(
産
業
建
設
課
上
下
水
道
係)

上
下
水
道
係

春の人事異動

小林副村長が退任
　１期４年間、副村長を務めた小林修氏（61）が、３月 31 日の任期満了をもって退任されました。

昭和 45 年に村職員として採用されて以来、37 年間にわたり努められた役場をあとにしました。

　矢田村政、清水村政のもと助役・副村長として多くの皆様に支

えられて努めることができました。この間のご支援に心から感謝

とお礼を申し上げます。

　宮田村が自律を選択し５年目を迎えました。村には先人、先輩、

そして村民の汗と努力で築いたすばらしい基盤と、みなさんの村

を思う心があります。依然厳しい状況下にはありますが、将来を

見据えた村づくりが着実に進み、宮田村の限りない発展を心から

願っております。

　職員からとおして 37 年余の間、大勢の皆様方に賜りました多

くの貴い教訓を心の糧として、これからは一村民として歩んで参

りたいと思います。本当にありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小 林　修

　

同
４
部
長
（
駒
が
原
）     

柘
植
高
光

第
３
分
団
長　
　
　
　
　

   

唐
澤　

忠

　

同
１
部
長
（
中
越
）　
　

 

小
田
切
勝
良

　

同
２
部
長
（
大
久
保
）　

  

寺
澤
博
史

　

同
３
部
長
（
大
田
切
）　

  

清
水
悦
史

　

同
４
部
長
（
つ
つ
じ
が
丘
）
上
野
則
秋

　

同
５
部
長
（
大
原
）　
　

  

北
原
修
一

喇
叭
長　
　
　
　
　
　
　
　

本
田
宏
行

救
護
長　
　
　
　
　
　
　
　

細
田
卓
爾

副
本
部
長　
　
　
　
　
　
　

小
田
切
直
也

消
防
主
任　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

仁

文
化
会
館
・
体
育
施
設
の

管
理
が
変
わ
り
ま
し
た

施設の管理を担当

鈴木末男さん

予約・利用料を担当

春日朝子さん

　

４
月
か
ら
、
文
化
会
館
、
体
育
施
設
の

管
理
を
指
定
管
理
者
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
３

月
号
参
照
）
。
村
民
会
館
事
務
室
に
担
当

が
常
駐
し
て
い
ま
す
。　
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固
定
資
産
税

宅
地
評
価
額
を
公
開
し
ま
す

　

宅
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
額
を
算
出

す
る
も
と
と
な
る
評
価
額
を
公
開
し
ま

す
。

　

今
回
公
開
す
る
評
価
額
は
、
村
内
を
状

況
が
似
て
い
る
41
の
地
区
（
状
況
類
似
地

区
）
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
中
か

ら
選
ん
だ
標
準
的
な
宅
地
（
標
準
地
）
41

地
点
を
、
不
動
産
鑑
定
士
が
売
買
実
例
な

ど
を
も
と
に
評
価
し
た
、
１
㎡
あ
た
り
の

価
格
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
宅
地
の
評
価
額
は
、
同
じ

地
区
の
標
準
地
の
評
価
額
を
も
と
に
、
宅

地
の
形
や
道
路
な
ど
の
条
件
を
勘
案
し
決

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
評
価
額
に
、
宅
地
の
面
積
や
、
居

住
用
の
宅
地
に
は
そ
の
軽
減
率
な
ど
を
乗

じ
て
課
税
標
準
額
を
算
出
し
、
そ
の
課
税

標
準
額
に
１
・
４
％
の
税
率
を
乗
じ
た
額

が
そ
の
宅
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
額
と

な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

 

住
民
福
祉
課
税
務
係 

☎
85
―
３
１
８
２

INFORMATION

INFORMATION

番号 場　所 評価額 番号 場　所 評価額

1 津 島 神 社 付 近 27,510 22 宮 田 駅 北 踏 切 付 近 15,400

2 J R 宮 田 駅 東 19,460 23 国道役場前交差点付近 21,420

3 県 道 仲 町 交 差 点 付 近 25,480 24 国道河原町交差点東 19,180

4 県 道 北 町 交 差 点 付 近 21,700 25 つつじが丘グランド東 9,380

5 町 3 区 公 民 館 付 近 21,350 26 新 田 上 の 宮 8,400

6 町 1 区 公 民 館 付 近 19,180 27 宮 田 球 場 東 12,320

7 JA 宮 田 支 所 南 20,650 28 大田切第 6 水源地北 10,920

8 中 央 線 消 防 車 庫 付 近 21,420 29 ニ チ ノ ウ 研 究 所 南 9,800

9 中 央 線 消 防 車 庫 南 19,460 30 ラ イ ス セ ン タ ー 北 12,950

10 武 道 館 付 近 23,590 31 姫 宮 神 社 東 13,090

11 中 央 グ ラ ン ド 東 17,080 32 南 割 ４ 班 集 会 所 西 10,780

12 西 原 村 営 住 宅 付 近 16,100 33 北割集落センター南 8,750

13 国 道 河 原 町 交 差 点 付 近 22,610 34 北原医院西踏切付近 14,000

14 国 道 大 原 交 差 点 付 近 20,160 35 中 越 大 沢 川 付 近 9,590

15 つ つ じ が 丘 村 営 住 宅 西 12,530 36 東 保 育 園 東 10,990

16 大 原 団 地 中 心 部 付 近 14,490 37 里 宮 神 社 西 13,720

17 日 本 発 条 南 14,630 38 国 道 大 原 交 差 点 東 14,140

18 小 学 校 西 15,960 39 国道大田切橋北交差点 13,300

19 旧 道 大 沢 川 付 近 19,460 40 大久保集落センター西 8,960

20 松 の 原 工 業 団 地 11,200 41 中越集落セン ター東 10,430

21 南 平 工 業 団 地 8,050

宮田村消防団
協力事業所表示制度スタート

　

こ
の
制
度
は
、
消
防
団
活
動
に
協
力

し
て
い
る
事
業
所
に
村
が
表
示
証
を
交

付
す
る
こ
と
で
、
事
業
所
の
消
防
団
活

動
へ
の
協
力
が
社
会
貢
献
と
し
て
認
め

ら
れ
る
と
同
時
に
、
地
域
防
災
体
制
が

よ
り
一
層
充
実
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
制
度
で
す
。

　

「
宮
田
村
消
防
団
協
力
事
業
所
」
と

し
て
認
め
ら
れ
た
事
業
所
は
、
取
得
し

た
表
示
証
を
社
屋
に
表
示
で
き
、
表
示

証
の
マ
ー
ク
を
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
広
く
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
是
非
多
く
の
事
業
所
の
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

協
力
事
業
所
の
認
定
基
準

村
内
に
所
在
す
る
事
業
所
等
で

①
従
業
員
の
う
ち
２
人
以
上
が
消
防
団

　

員
で
、
従
業
員
の
消
防
団
活
動
に
積

　

極
的
に
配
慮
し
て
い
る

②
災
害
時
等
に
事
業
所
等
の
資
機
材
等

　

を
消
防
団
に
提
供
す
る
な
ど
協
力
を

　

し
て
い
る

③
そ
の
他
消
防
団
活
動
に
協
力
す
る
こ

　

と
に
よ
り
、
地
域
の
消
防
防
災
体
制

　

の
充
実
強
化
に
寄
与
し
て
い
る
と
、

　

村
長
が
認
め
る
事
業
所
等

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係
☎
85-

３
１
８
１

■ 平成 20 年度  標準値価格 （円 / ㎡）

※この評価額は宅地の取引価格ではありません。

  ← 消防団協力事業所表示証
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こ
の
機
会
に
地
震
体
験
を
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
希
望
さ

れ
る
団
体
、
事
業
所
な
ど
は
日
程
調

整
の
た
め
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

北
消
防
署　

☎
81
‐
０
１
１
９

　
国
税
に
関
す
る
相
談

　

５
月
１
日
か
ら
、
国
税
に
関
す
る

ご
相
談
の
う
ち
、
内
容
が
複
雑
で
事

実
関
係
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
ご

相
談
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
税
務
署

へ
電
話
で
予
約
を
い
た
だ
い
た
上
、

面
接
相
談
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
国
税
に
関
す
る
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
ま
ず
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
の
上
、
お
出
か
け
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
那
税
務
署　

☎
72
‐
２
１
７
１

シリーズ  環境問題　① 生ごみ処理

　燃やせるごみの減量化の第 1 歩は、燃やせるごみの総量のおよそ 4 割を占める生ごみの減量です。

今回は町 2 区の原毅さんが取組んでいる生ごみ処理について紹介いたします。

　
宮
田
村
交
流
協
会

　

交
流
協
会
は
宮
田
村
と
国
内
、
国

外
の
地
域
と
の
交
流
の
促
進
し
、
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

友
好
都
市
の
田
原
市
と
の
交
流
を

は
じ
め
、
阿
波
踊
り
の
東
京
高
円
寺

と
の
交
流
な
ど
、
交
流
事
業
を
行
な

う
団
体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
へ
の
協
力

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
年
会
費
は

１
０
０
０
円
。
ま
た
賛
助
会
員
と
し

て
法
人
で
の
入
会
も
で
き
ま
す
。

　

交
流
を
通
じ
て
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
行
な
う
た
め
多
く
の
み
な
さ

ま
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課 

企
画
情
報
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
85
‐
３
１
８
１

　
　

児
童
福
祉
週
間

「
つ
た
わ
る
よ

　
　
め
と
め
を
あ
わ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
は
な
し
た
ら
」

児
童
福
祉
週
間

　
　

５
月
５
日
～
11
日

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
に
つ
い
て
国
民
全
体
で
考
え
る

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
５
月
５
日
の

「
子
ど
も
の
日
」
か
ら
一
週
間
を
「
児

童
福
祉
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

家
庭
で
、
地
域
で
、
児
童
福
祉
に
つ

い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会 

こ
ど
も
室

　

（
村
民
会
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
85
‐
２
３
１
４

　
赤
穂
高
校 

春
の
公
開
授
業

　

赤
穂
高
等
学
校
で
は
、
次
の
日
程

で
公
開
授
業
を
行
な
い
ま
す
。
多
く

の
み
な
さ
ま
の
参
観
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

参
観
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に

お
申
し
込
み
の
上
ご
参
観
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
　
４
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
８
時
45
分
～
正
午

▼
会
場
・
公
開
す
る
授
業

　

赤
穂
高
校
の
各
教
室
及
び
体
育
館

　

全
学
年
・
ク
ラ
ス
の
授
業
を
公
開

▼
申
込
み

　

４
月
17
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

　

赤
穂
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　

☎
82
‐
３
２
２
１

　
　

フ
ァ
ッ
ク
ス　

81
‐
１
２
５
１

赤
羽　

麻ま

よ世
く
ん　
　
　
　

南　

割

一
樹
・
寛
子
さ
ん

神
津　

伶れ
い

く
ん　
　
　
　
　

町　

１

仁
・
智
絵
さ
ん

下
村　

治は

る

や也
く
ん　
　

つ
つ
じ
が
丘

尚
志
・
佳
代
子
さ
ん

小
木
曽　

伶れ
い

ち
ゃ
ん　
　
　

大
田
切

豊
・
利
恵
さ
ん

小
木
曽　

思し

お

ん音
く
ん　
　
　

南　

割

数
馬
・
夏
美
さ
ん

小
松　

美み

ゆ

る綽
ち
ゃ
ん　
　
　

町　

３

浩
二
・
郁
美
さ
ん

橋
倉　

巧こ
う
え
い英

く
ん　
　
　
　

中　

越

重
幸
・
貴
久
江
さ
ん

井
上　

瑠る

な菜
ち
ゃ
ん　
　
　

新　

田

浩
・
美
八
子
さ
ん

馬
場　

秀
幸
さ
ん　
　
　
　
　

81
歳

中
越　

昭
さ
ん
・
父

桐
山　

か
ず
ゑ
さ
ん　
　

１
０
２
歳

大
田
切　

悟
さ
ん
・
母

平
沢　

葛
さ
ん　
　
　
　
　
　

83
歳

町
２　

由
幸
さ
ん
・
父

小
田
切　

千
春
さ
ん　
　
　
　

94
歳

新
田　

多
聞
さ
ん
・
母

手
塚　

紀
子
さ
ん　
　
　
　
　

67
歳

北
割　

修
さ
ん
・
母

高
坂　

時
男
さ
ん　
　
　
　
　

71
歳

町
3　

敏
己
さ
ん
・
父

下
村　

志
げ
子
さ
ん　
　
　
　

91
歳

大
田
切　

晋
作
さ
ん
・
母

日
向　

光
子
さ
ん　
　
　
　
　

57
歳

中
越　

一
男
さ
ん
・
妻

尾
形　

朝
雄
さ
ん　
　
　
　
　

81
歳

町
２　

百
合
子
さ
ん
・
夫

お
知
ら
せ

～生ごみはなぜ消滅するか？～
　生ごみは酵母菌により炭酸ガス（ＣＯ２）と水蒸気（Ｈ２Ｏ）に分解します。

まず流し台から取り出した生ごみは、半日ぐらい外気にさらし水切りをして

容器（コンポスト）に投入し、その都度チップ材とよく混ぜるのが効率的な

方法です。季節にもよりますが生ごみは１０～２０日で消滅します。清潔で

臭気はほとんどなく、衛生的で３年後にはカブトムシが採れますので小さな

お子さんと楽しみながらの共同作業はいかがでしょうか？

生ごみ発酵分解の三つの条件
１．適当な水分　　２．適当な温度　　３．必要な酸素

原さんからのアドバイス

○ 容器は日当たりの良いところに据えるように工夫をすれば理想的。

○ チップは生ごみ処理器の販売店で取り扱っております。

○ 市販の湿式の生ごみ処理器は攪拌（酸素の供給）を電動で、また保温を

　 電熱でまかない発酵促進する仕組みでいずれも原理は同じです。

○ 私は節電のために春から晩秋まではコンポストで冬期は電動式処理器を繰返しここ数年使用し   

　 ています。

○ 特にこもりがちな高齢者には、適度な頭の体操・運動にもなり健康維持のため日課として続け

　 ることをおすすめします。

○ また生ごみを、限られた家庭菜園で堆肥として繰返し使用していると野菜等に病害虫が発生し

　 やすくなりがちですので十分に熟成したものを利用するよう心がけることも大事かと思います。

　

村では生ごみ処理器の購入に対して補助を行っています。くわしくはお問い合わせ下さい

お問い合せ先　住民生活係　☎８５－５８６１

原さん宅のコンポスト

　
　

地
震
に
備
え
て

募　

集

田
中　

良
子
さ
ん　
　
　
　
　

88
歳

大
田
切　

秀
和
さ
ん
・
祖
母

　

大
地
震
の
揺
れ
を
実
際
に
体
験
で

き
る
県
の
地
震
体
験
車
が
、
18
年
ぶ

り
に
新
し
く
な
り
、
６
月
13
日
か
ら

７
月
16
日
ま
で
体
験
乗
車
で
き
ま

す
。

　

新
潟
県
中
越
沖
地
震
や
阪
神
・
淡

路
大
震
災
な
ど
、
実
際
に
発
生
し
た

７
種
の
地
震
の
ほ
か
、
東
海
地
震
や

糸
魚
川
‐
静
岡
構
造
線
断
層
帯
に
よ

る
地
震
な
ど
、
発
生
が
想
定
さ
れ
て

い
る
４
種
の
地
震
が
再
現
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

外
国
籍
住
民
へ
の
啓
発
効
果
向
上

の
た
め
、
英
語
、
中
国
語
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
に
よ
る
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
表

示
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
車
椅
子
リ
フ
タ
も
搭
載

し
て
い
る
の
で
体
の
不
自
由
な
方
で

も
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

マレットゴルフ場からのお願い

不要になった

じゅうたん・カーペットを

譲ってください！

連絡先 教育委員会 ☎ 85 － 2314  

よ
ろ
こ
び

か
な
し
み

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
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ミ
ン
チ
に
し
て
、
塩
と
麹
を
良
く
混

ぜ
合
わ
せ
ボ
ー
ル
状
に
丸
め
ま
す
。

参
加
し
た
方
々
が
、
美
味
し
い
味
噌

が
出
来
る
よ
う
、
お
も
い
き
り
桶
に

た
た
き
つ
け
る
よ
う
に
し
て
仕
込
み

ま
し
た
。 

　

７
月
中
旬
に
天
地
返
し
を
し
、
今

年
の
暮
れ
ご
ろ
に
食
べ
ら
れ
る
と
の

こ
と
。
ど
ん
な
味
の
味
噌
に
出
来
あ

が
る
か
、
楽
し
み
で
す
。

　
　

● 

お
知
ら
せ 

● 

　
相
談
日

 

日
時　
　

４
月
14
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
３
時
～ 

　

伊
那
に
あ
る
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
相
談
員
が
、
身
体
、
知
的
、

精
神
の
障
が
い
全
般
に
わ
た
り
相
談

に
あ
た
り
ま
す
。
心
配
ご
と
や
悩
み

を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

　

４
月
は
、
進
学
や
就
職
と
い
っ

た
、
人
生
の
節
目
の
時
期
で
も
あ

り
、
喜
び
と
希
望
に
満
ち
た
季
節

で
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
社
会
事
情
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
昨
今
で

は
、
若
者
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題

が
、
学
校
や
職
場
、
地
域
社
会
の

中
で
生
じ
や
す
く
、
不
安
の
多
い

季
節
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
就
職
し
な
い
若
者

　

今
、
定
職
を
持
た
な
い
若
者
、

い
わ
ゆ
る
「
ニ
ー
ト
」
人
口
は
、

万
人
と
推
計
さ
れ
、
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
社
会
を
反
映
し
て

　
　
　
広
が
る
精
神
科
の
病
気

　

宮
田
村
に
お
い
て
も
、
精
神
科

を
受
診
し
て
い
る
人
の
数
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
（
下
グ
ラ
フ
参
照
）

宮
田
村
に
お
け
る

若
者
支
援
の
相
談
場
所
情
報

■
子
育
て
の
悩
み
か
ら
、

　
家
庭
内
の
様
々
な
問
題
な
ど
、

　
幅
広
い
ご
相
談
は･･･

住
民
福
祉
課 

保
健
福
祉
係
（
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
85-

４
１
２
８

心
の
相
談
日
・
子
育
て
相
談
日
を
月

２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
専
門
の
心

理
職
に
よ
る
相
談
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

■
保
育
園
児
や

　
小
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る

　
お
子
様
の
ご
相
談
は･･･

教
育
委
員
会 

こ
ど
も
室
（
村
民
会

館
内
）

☎
85-

２
３
１
４

随
時
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

■
若
者
の

　
就
労
に
関
す
る
ご
相
談
は･･･

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
」（
長
野
県
の

相
談
機
関
）
か
ら
、
若
者
就
労
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
宮
田
村
に
出

向
き
、
丁
寧
な
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

申
し
込
み
先
は

住
民
福
祉
課　

保
健
福
祉
係
（
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
85-

４
１
２
８

　

家
庭
内
で
な
か
な
か
解
決
し
な
い

問
題
は
、
第
３
者
に
相
談
す
る
こ
と

で
解
決
の
道
筋
が
開
か
れ
る
事
が
多

い
も
の
で
す
。

悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

 

味
噌
作
り
に
挑
戦 

　

２
月
25
日
（
月
）、
梅
の
里
味

噌
研
究
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の

協
力
を
え
て
、
初
め
て
味
噌
作
り

を
行
い
ま
し
た
。 

　

前
日
か
ら
水
に
つ
け
て
お
い
た

大
豆
を
、
大
が
ま
に
入
れ
朝
８
時

30
分
に
火
を
入
れ
ま
し
た
。
途
中

ア
ク
を
取
り
な
が
ら
煮
る
こ
と
４

時
間
、
懐
か
し
い
大
豆
の
よ
い
香

り
が
し
て
柔
ら
か
な
ま
め
に
煮
あ

が
り
ま
し
た
。
柔
ら
か
な
大
豆
を

　

辰
野
恒
雄
先
生
に
よ
る

　
　
　
　
子
育
て
マ
マ
サ
ロ
ン 

日
時　
　

４
月
21
日
（
月
） 

　
　
　

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分 

　

今
年
度
も
辰
野
先
生
が
講
師
で

マ
マ
サ
ロ
ン
を
開
き
ま
す
。
こ
の

サ
ロ
ン
は
お
母
さ
ん
が
、
「
自
分

ら
し
さ
の
子
育
て
」
に
自
信
を
持

ち
、
同
じ
お
仲
間
を
持
て
る
こ
と

を
一
番
の
目
的
に
し
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
仲
間
も
増
え
て
い
ま

す
。
始
め
て
の
方
大
歓
迎
で
す
。

お
気
軽
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。 

■ 

な
ご
み
家
か
ら 

■ 

　

な
ご
み
家
は
、
障
が
い
の
あ
る

方
も
な
い
方
も
、
い
つ
で
も
、
だ

れ
で
も
利
用
で
き
る
場
所
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し
て
5
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
今
ま
で
、
料
理
、
手
芸
の

講
習
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
作
品
展
、

講
演
会
な
ど
、
行
っ
て
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
だ
れ
も
が
気
楽
に
立

ち
寄
れ
る
場
所
に
な
る
よ
う
皆
様

の
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ

下
さ
い
。 

内容 実施日・受付時間 対象者

乳幼児健診

4 ヶ 月 児 健 診  ５月 ７日（水）午後 12 時 20 分～ 平成 20 年１月生まれ

１ ０ ヶ 月 児 健 診  ５月 ７日（水）午後 12 時 45 分～ 平成 19 年７月生まれ

1 歳 半 健 診  ５月 ７日（水）午後 1 時 30 分～ 平成 18 年 11・12 月前半生まれ

育児相談

7 ヶ月児育児相談  ４月 24 日（木）午前９時 15 分～ 平成 19 年９月生まれ

１ 歳 児 育 児 相 談  ４月 24 日（水）  午前 10 時 30 分～
 ５月 15 日（木）  午前  ９時 15 分～

平成 19 年 2 月生まれ
平成 19 年 3・4・5 月生まれ

予防接種
B C G  ４月 23 日（水）  午後１時 20 分～

 ５月 14 日（水）  午後１時 20 分～ 該当児

ポ リ オ  ４月 23 日（水）午後 12 時 45 分～
 ５月 14 日（水）午後 12 時 45 分～

該当児

母と子

う ぶ ご え 講 座  ４月 24 日（木）午前９時 30 分～

相談日（母乳・子育て・
離乳食・ママの部屋）

 ４月 22 日（火）午前９時～
 ５月 13 日（火）午前９時～ ※母乳相談なし

どなたでも
※母乳相談は要予約

成人相談健診
健 康 相 談 日  ４月 22 日（火）午前９時～

 ５月 13 日（火）午前９時～

機 能 回 復 訓 練  ４月 22 日（火）午前９時～
 ５月 14 日（水）午前９時～ おおむね 65 歳以下の方

  

若
者
支
援
の
現
場
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

宮田村における精神科通院の推移

年度   H4　 ５　  ６　 ７　 ８　 ９　 10     11    12    13    14    15    16    17    18       

人

（自立支援医療受給者数）

※ H18 年度は医療の制度が変ったため、

　グラフ上の数値は減っています。

期 日 当 番 医 所在地 電話番号

４/13（日）北 原 医 院 ( 内 ）宮 田 村 85-2214

４/20（日）おはようクリニック（形・皮）駒：赤穂 83-6103

４/27（日）高山内科クリニック（内・循）駒：上穂 82-6690

４/29（火）花の道クリニック（内・胃）駒：赤穂 81-8171

５/ 3（土）下平けやき診療所（内・小）駒：下平 81-6303

５/ 4（日）秋 城 医 院（内・小）駒：福岡 83-2805

５/ 5（月）早 田 医 院（内・小）駒：中央 82-2030

５/ 6（火） 須 田 医 院（ 内 ） 駒：赤須東 81-5050

かかる前に電話でご確認をお願いします。

休日緊急当番医

高齢者の教室

介護者の会

○初期認知症教室　　　4 月 23 日（水）　9:30 ～

　　　　　　　　　　　5 月  ７日（水）　9:30 ～

　　　　　　　　　　　5 月 14 日（水）　9:30 ～

○高齢者転倒予防教室　4 月 18 日（金）　9:30 ～

                                  5 月  9 日（金）　9:30 ～ 

○高齢者閉じこもり予防教室　4 月 25 日（金）　9:30 ～

　　　　　　　　　　　5 月 16 日（金）　9:30 ～

以上の教室の会場は老人福祉センターです。

○家族介護者リフレッシュの会

　（気功太極拳）　　　　4 月 23 日（水）　9:30 ～

　　　　　　　　　　　5 月 14 日（水）　9:30 ～

会場は老人福祉センターです。

○認知症家族会　　　　5 月 20 日（火）　9:30 ～

会場は老人福祉センターです。

指定以外はすべて老人福祉センターで行ないます。日時などは個人通知でもお確かめください。

〜〜

4
　16

5
　15
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峰
丈
流
と
は
「
自
分
が
自
分
ら

し
く
生
き
る
！
」
事
を
最
大
の
目

標
と
す
る
護
身
武
道
団
体
。
他
者

と
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、
常
に

自
ら
と
正
面
か
ら
対
峙
し
、
護
身

武
道
を
通
し
て
心
技
体
を
磨
き
続

け
る
事
を
念
頭
に
、
青
少
年
健
全

育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

ま
た
、
長
野
県
内
を
中
心
に
北
海

道
・
神
奈
川
・
山
梨
・
京
都
に
も

支
部
が
置
か
れ
、
同
好
会
を
含
め

る
と
現
在
は
、
門
下
生
が
総
数

九
百
人
を
越
え
る
団
体
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
空
手
を
通
し
て
、
自
分

が
自
分
ら
し
く
輝
き
、
困
っ
た
時

図
書
館
か
ら
の
お
願
い

　
日ひ

ご

ろ頃
、
宮み

や
だ
む
ら
と
し
ょ
か
ん

田
村
図
書
館
を
ご
利り

よ

う用

頂い
た
だき

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

図と
し
ょ
か
ん

書
館
で
の
マ
ナ
ー
の
お
話

は
な
し

で
す
。

ぜ
ひ
児じ

ど

う童
の
皆み

な
さ
ま様

、
中

ち
ゅ
う
こ
う
せ
い

高
生
の
皆み

な
さ
ま様

に
も
目め

を
通と

お

し
て
頂

い
た
だ

け
れ
ば
嬉う

れ

し
く

思お
も

い
ま
す
。
最さ

い
き
ん近

、児じ
ど
う
し
ょ

童
書
コ
ー
ナ
ー

の
書し

ょ

か架
に
お
い
て
、
飴あ

め
だ
ま玉

の
空あ

き
袋

ぶ
く
ろ

を
発は

っ
け
ん見

し
た
り
、
飲の

み
も
の物

を
館か

ん
な
い内

に

持も

ち

こ込
む
、
ガ
ム
を
噛か

む
行こ

う

い為
を
見み

か

け
ま
す
。
ど
こ
の
図と

し
ょ
か
ん

書
館
で
も
書し

ょ
も
つ物

が
汚よ

ご

れ
る
為た

め

、
飲い

ん
し
ょ
く
き
ん
し

食
禁
止
と
し
て
い

ま
す
。
大お

お
ぜ
い勢

の
方か

た

が
共

き
ょ
う
ゆ
う

有
す
る
場ば

し

ょ所

で
す
の
で
、
改

あ
ら
た

め
て
ご
協

き
ょ
う
り
ょ
く

力
を
お
願ね

が

い
し
ま
す
。

　

四
月
の
本
棚

< 

新
着
図
書
紹
介 >

●
一
般
書

○ 

婚こ
ん
や
く約

の
あ
と
で(

阿あ

が

わ川 

佐さ

わ

こ

和
子)

○ 

深み
ど
ろ
が
お
か
き
だ
ん

泥
丘
奇
談 

(

綾あ
や
つ
じ辻  

行ゆ

き

と人)

○ 

羊ひ
つ
じの

目め 

（
伊い

じ
ゅ
う
い
ん

集
院　

静
し
ず
か)

○ 

猫ね
こ

と
針は

り 
(

恩お

ん

だ田　

陸り
く)

○ 

福
ふ
く
ぶ
く
ろ袋 

(

角か

く

た田  

光み

つ

よ代)

○ 

乳ち
ち

と
卵ら

ん 
(

川か
わ
か
み上  

未み

え

こ

映
子)

○ 

日に
ち
げ
つ月

め
ぐ
る 

(

諸も
ろ

田た  

玲れ

い

こ子)

○ 

ジ
バ
ク 

(

山や

ま

だ田  

宗む

ね

き樹)
○ 
ゆ
う
ち
ょ
銀ぎ

ん
こ
う行

○ ｢
福ふ

く

し祉｣

で
働

は
た
ら

く

○ 

お
い
も
の
本ほ

ん

●
児
童
書

○ 

風か
ぜ

の
陰お

ん
み
ょ
う
じ

陽
師
Ⅰ

○ 

な
ん
だ
ろ
う
？

○ 

日に

ほ

ん本
の
祭ま

つ

り
事じ

て

ん典

○ 

恐き
ょ
う
ふ怖

の
ト
ン
ネ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン

○ 

ゾ
ン
ビ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

○ 

宇う
ち
ゅ
う
じ
ん

宙
人
の
し
ゅ
く
だ
い

○ 

い
き
も
の
い
ろ
い
ろ

○ 

い
い
か
ら
い
い
か
ら
２

○ 

モ
コ
ち
ゃ
ん 

 
     

他

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

昭
和
57
年
に
宮
田
中
学
校
を
卒

業
さ
れ
、
今
年
厄
年
を
迎
え
ら
れ

た
57
や
ま
び
こ
会
（
代
表
・
浜
田

琢
也
さ
ん
）
の
皆
様
か
ら
、
図
書

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
調
べ
学
習
に
役
立

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

「 

ロ
ッ
タ
ち
ゃ
ん
と
じ
て
ん
し
ゃ 

」

リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
／
作

ヴ
ィ
ー
ク
ラ
ン
ド
／
絵

や
ま
む
ろ　

し
ず
か
／
訳

偕
成
社
／
発
行

　

ロ
ッ
タ
ち
ゃ
ん
は
、
す
え
っ
子こ

。

な
ん
で
も
お
兄に

い

さ
ん
や
お
姉ね

え

さ
ん
と

同お
な

じ
で
な
い
と
気き

に
入い

り
ま
せ
ん
。

自じ
て
ん
し
ゃ

転
車
が
な
い
の
も
不ふ

ふ

く服
で
し
た
。

で
も
、
家か

ぞ

く族
の
み
ん
な
は
「
ま
だ
早は

や

す
ぎ
る
」
と
い
う
の
で
す
。
そ
こ
で

ロ
ッ
タ
ち
ゃ
ん
は
、
お
隣

と
な
り

の
物も

の
お
き置

か

ら
大お

と
な
よ
う

人
用
の
自じ

て
ん
し
ゃ

転
車
を
ひ
っ
ぱ
り
出だ

し
て
、
乗の

っ
て
み
た
の
で
す
！

ロ
ッ
タ
ち
ゃ
ん
は
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
？
気き

が
強つ

よ

い
け
ど
愛あ

い

ら
し
い

ロ
ッ
タ
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
で
す
。

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

※
４
月
の
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

26
日
（
土
）・
午
前
10
時
30
分
～

　

学
習
室
（
小
学
生
・
幼
児
向
け
）

※
５
月
の
「
ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

14
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～

　

幼
児
コ
ー
ナ
ー
（
幼
児
向
け
）

　
図
書
館
休
館
日

　
４
／
14
　
・
21
　
・
28
　
・
30

　
５
／
6

　
・
12
　
・
19
　
・
26

　
※
図
書
館
は
祝
日
の
翌
日
が

　
　
振
替
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

ぼ
た
ん
寺
で
有
名
な
高
遠
の
遠
照

寺
松
井
教
一(

き
ょ
う
い
つ)

住
職

を
招
き
、
「
ふ
る
さ
と
」
と
題
し
た

講
演
会
を
、
高
齢
者
四
学
級
合
同
で

開
き
ま
し
た
。

　

講
演
内
容
（
長
寿
社
会
を
、
明
る

く
生
き
る
た
め
に
）

○
芦
屋
雁
之
助
の
「
娘
よ
」
の
自
作

替
え
歌
、「
八
十
路
の
娘
よ
」
を
披
露
。

♪
「
迎
え
の
来
る
日
」
が
い
つ
か
は

来
る
と
／
年
を
と
っ
た
ら
誰
で
も
思

う
…　

「
も
し
も
、
お
迎
え
が
来
た

ら
居
留
守
を
使
え
」
と
、
長
寿
へ
の

応
援
歌
で
あ
る
。

○
「
死
ん
だ
ら
お
し
ま
い
。
何
も
な

い
」
こ
れ
は
間
違
っ
た
考
え
で
あ
る
。

体
は
消
滅
し
て
も
、
意
志
は
次
世
代

が
受
け
継
い
で
く
れ
る
。

○
同
じ
境
遇
で
も
心
の
持
ち
方
一
つ

で
、
地
獄
に
も
極
楽
に
も
な
る
。
心

の
あ
り
よ
う
が
「
幸
せ
」
を
開
く
鍵

で
あ
る
。

○
自
業
自
得
と
は
、
一
般
的
に
悪
い

報
い
を
受
け
る
事
を
言
う
が
、
自
分

が
変
わ
れ
ば
相
手
も
変
わ
る
と
、
積

極
的
に
考
え
た
い
。（
回
心(

え
し
ん)

＝
邪
心
を
改
め
正
道
を
あ
ゆ
む
）

○
学
ぶ
と
は
、「
気
づ
く
力
」
で
あ
る
。

あ
た
り
ま
え
の
事
で
も
、
気
づ
く
事

に
よ
り
見
方
が
百
八
十
度
変
わ
る
。

○
「
祈
り
」　
　

・
変
え
ら
れ
る
も
の
は　

変
え
る
勇

気
を
与
え
給
え　
　
　
　
　
　
　
　

・
変
え
ら
れ
な
い
も
の
は　

受
け
入

れ
る
心
の
落
ち
着
き
を
与
え
給
え

・
変
え
る
か
、
変
え
ら
れ
な
い
か

見
分
け
る
智
恵
を
与
え
給
え

宮
田
少
年
剣
道
大
会

　

十
九
年
度
を
締
め
く
く
る
三
月
恒

例
の
剣
道
大
会
は
、
九
日
、
保
護
者

の
見
守
る
中
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
、
松
崎
友
善
顧
問
か
ら
○
打

ち
方
は
、
面
を
取
る
に
も
小
手
先
だ

け
で
は
だ
め
○
見
取
り
稽
古
を
し
っ

か
り
や
り
、
試
合
を
見
て
学
ぶ
こ
と

が
大
切
、
な
ど
と
諸
注
意
が
あ
り
、

小
澤
慶
太
郎
君
の
宣
誓
で
試
合
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

成
績
順
位　

低
学
年
の
部
①
小
林
聡

②
平
澤
優
希
③
小
林
良
造　

高
学
年

の
部
①
小
林
駿
②
小
澤
麻
衣
③
山
口

皓
平　

中
学
の
部
①
小
澤
慶
太
郎
②

酒
井
悠
希
③
尾
上
健　

中
学
女
子
の

部
①
古
河
原
梨
紗

に
「
ど
う
し
た
！
」
と
助
け
合
え

る
仲
間
づ
く
り
、
絆
づ
く
り
を
目

標
に
、
大
人
・
子
供
・
男
女
を
問

わ
ず
、
共
に
日
々
楽
し
く
稽
古
を

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

押
忍
。
自
分
が
自
分
ら
し
く
生
き

る
事
！ 

　
　
　

次
回
＝
宮
田
卓
球
ク
ラ
ブ

▲「幸せ」を説く遠照寺 松井住職

▲中学の部 ３位決定戦

山
寺
の
夕
べ
の
鐘
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
祈
る
姿
に
花
び
ら
閉
ざ
す 

田
中
カ
ズ
ミ
（
新
田
）

消
し
炭
も
て
い
た
づ
ら
書
き
せ
る
遠
き
日
の
炉
辺
の
思
ひ
出
父ち

ち
は
は

母
の
顔

　
　
　
　
　

新
谷　

悦
郎
（
中
越
）

神
た
ち
て
冬
め
く
空
や
風
花
舞
う　
　

  

伊
藤
き
よ
み
（
北
割
）

柿
す
だ
れ
今
年
も
作
り
冬
迎
え　
　
　

  

春
日
甲き

子ね

雄お

（
北
割
）

山
城
の
宵
闇
の
せ
ま
る
松
の
影　
　
　

  

本
田　

幸ゆ
き

達さ
と

（
北
割
）

木
の
葉
散
り
幹
の
太
さ
の
目
立
つ
朝　

  

浦
野
喜
代
子
（
北
割
）

古
里
の
記
念
樹
た
く
ま
し
木
の
芽
風　

  

丸
山　

麻
子
（
町
二
）

人
生
八
十
年
！
ど
う
生
き
る
か

高
齢
者
学
級
研
修

グループめぐり

スポーツ（10）

活
心
術
・

峰
ほ
う
じ
ょ
う
り
ゅ
う

丈

流

護
身
武
道

　
　

責
任
者

　
伊
藤
晃
嗣

（月）

（水）

（月）

（月）

（月）

（月）

（月）

（火）

「
い
っ
し
ょ
に

          

読
も
う
か
」

　
今
や
宮
田
村
を
代
表
す
る
特
産

品
と
な
っ
た
「
紫
輝
」。
今
回
は

そ
の
原
料
「
ヤ
マ
・
ソ
ー
ビ
ニ
オ

ン
」
の
栽
培
・
生
産
を
支
え
る
「
山

ぶ
ど
う
栽
培
組
合
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
９
年
「
ヤ
マ
・
ソ
ー
ビ
ニ

オ
ン
」
の
苗
木
が
導
入
さ
れ
、
栽

培
が
本
格
化
す
る
翌
年

に
組
合
が
発
足
、
ワ
イ

ン
づ
く
り
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

今
日
ま
で
宮
田
村
の
気

候
に
あ
っ
た
栽
培
技
術

を
模
索
す
る
中
、
様
々

な
課
題
に
ぶ
つ
か
り
そ

れ
ら
を
乗
り
越
え
て
き

ま
し
た
。
原
料
の
品
質
を
高
め
る

た
め
に
収
量
制
限
を
徹
底
、
収
穫

時
の
糖
度
に
も
厳
し
い
基
準
を
設

け
る
な
ど
、
組
合
員
が
一
致
団
結

し
ブ
ド
ウ
生
産
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
５
月
に
な
る
と
ブ
ド
ウ
の

新
芽
が
動
き
始
め
ま
す
。

　

さ
ぁ
、
今
年
は
「
ヤ
マ
・
ソ
ー

ビ
ニ
オ
ン
」
の
畑
を
覘
い
て
み
ま

せ
ん
か
？
ブ
ド
ウ
の
生
長
を
感

じ
、
成
熟
期
の
香
り
を
思
い
出
し

な
が
ら
今
年
の
「
紫
輝
」
を
味
わ
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
き
っ
と

生
産
者
の
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る

は
ず
で
す
。

ワインカレンダー Vol.7

山ぶどう栽培組合

信州みやだワイン
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三
月
一
日
、
宮
田
小
学
校
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
鼓
隊
と
合
唱
団
に
よ
る
今
回

は
じ
め
て
の
合
同
「
さ
よ
な
ら
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
あ
り
ま
し
た
。
親
し
ま

れ
た
合
唱
曲
や
演
奏
に
会
場
は
聞
き

入
り
、
最
後
に
鼓
隊
、
合
唱
団
と
会

場
が
一
つ
に
な
っ
て
「
翼
を
く
だ
さ

い
」
を
大
合
唱
。
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い

に
響
き
渡
る
歌
声
で
、
い
つ
ま
で
も

な
ご
り
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

培
っ
て
き
た
太
鼓
の
響
き
に
は
勇
壮

な
迫
力
が
あ
り
、
六
年
生
の
成
長
し

た
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
年
頃
よ
り
大
久
保
区
を

訪
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
明
星
大

学
児
童
文
化
研
究
会
所
属
の
学
生
に

よ
っ
て
、
毎
年
人
形
劇
を
演
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
に
、
合
宿
を

か
ね
て
今
年
も
九
人
の
学
生
が
大
久

保
を
訪
れ
ま
し
た
。　

子
ど
も
た
ち

は
、
人
形
劇
の
合
間
に
学
生
と
工
作

や
ぬ
り
絵
を
し
た
り
、
外
で
遊
ん
だ

り
楽
し
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

ま
し
た
が
、
最
後
の
教
室
で
公
民
館

と
し
て
初
め
て
の
ス
ポ
ー
ツ
、
囲
碁

ボ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

・
シ
ー
ト
状
の
碁
盤
に
、
黒
と
白
ボ
ー

ル
を
碁
石
と
見
立
て
一
打
ず
つ
打

つ
・
一
試
合
三
十
分
時
間
内
に
五
局

を
競
う
・
勝
負
は
碁
盤
の
目
に
並
ん

だ
ボ
ー
ル
の
目
で
判
定
す
る
。

　
二
十
日
、
第
三
回
宮
田
中
・
吹
奏

楽
部
の
演
奏
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
曲
の
合

同
演
奏
も
あ
り
、
会
場
が
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。　

　
昨
年
十
一
月
、
郷
土
研
究
会
で
村

の
巨
木
巨
樹
の
冊
子
を
作
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
四
年
か
け
て
調
査
し
た

も
の
で
、
最
初
は
特
別
の
基
準
も
な

く
樹
高
一
三
〇
糎
の
所
で
周
囲
が
三

米
以
上
の
木
を
調
査
し
ま
し
た
が
、

種
類
が
色
々
で
年
数
が
経
っ
て
も
成

長
が
お
そ
く
細
い
も
の
、
短
い
年
数

で
も
太
く
な
る
木
も
あ
り
調
査
に
苦

労
し
ま
し
た
。
特
に
宮
田
で
は
個
人

の
宅
地
よ
り
お
宮
や
お
寺
、
氏
神
様

の
森
等
に
種
類
も
多
く
太
く
大
き
な

木
が
あ
り
ま
す
。
個
人
の
宅
地
に
は

昔
か
ら
色
々
な
言
い
伝
え
が
残
る
樹

木
が
あ
り
、
歴
史
的
に
貴
重
な
話
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

宮
田
の
町
は
昔
宿
場
と
し
て
賑
わ

い
ま
し
た
が
、
大
火
が
何
回
も
あ
り

そ
の
時
焼
失
し
た
木
も
沢
山
あ
っ
た

様
で
す
。
古
い
樹
の
生
い
立
ち
の
言

い
伝
え
に
は
、
そ
の
家
や
そ
の
地
域

の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

神
社
や
お
寺
、
氏
神
様
、
祝
殿
等
に

は
、
長
い
間
樹
木
を
切
ら
な
い
た
め

大
き
く
育
っ
て
残
さ
れ
、
飢
餓
の
時

の
食
料
の
足
し
に
す
る
た
め
栗
榧

(

か
や)

を
植
え
、
屋
敷
の
中
に
、
柿
、

梅
、
杏
等
の
実
の
な
る
木
を
大
事
に

育
て
る
な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た
、

正
に
暮
ら
し
の
中
で
育
っ
た
の
が
古

木
名
木
で
す
。

　
　
　

次
回
＝
久
保
田
津
多
子
さ
ん

　
住
民
福
祉
課
と
共
催
で
取
り
組
ん

だ
「
健
康
ｄ
ｅ
ク
ラ
ス
」
で
は
毎
回

血
圧
と
体
重
を
測
り
、
そ
の
日
の
調

子
に
合
わ
せ
健
康
づ
く
り
を
し
て
き

☆
募
集
中

・
子
育
て
学
級　

婦
人
学
級　

宮
田

学
級 

宮
田
大
学 

宮
田
大
学
院

・
締
切　

４
月
21
日
（
月
）

　
　
　
　

子
育
て
学
級　

４
月
中

申
し
込
み
は　

公
民
館
へ

☆
分
館
体
育
事
業

・
町
２　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会　

　
　
　
　

４
月
27
日 　

９
時
よ
り

☆
敬
老
会　
　
　
　

・
新
田　

４
月
27
日　

 

11
時
よ
り

・
南
割　

４
月
27
日　

 

12
時
よ
り

・
北
割　

４
月
29
日　

 

13
時
よ
り

▲夢中で見いる子どもたち

▲トランペット鼓隊と合唱団が一つになって

ob・og との合同演奏

さて、得点はどうなるでしょうか

▲３年間の思いをこめて

　
六
日
、
六
年
一
組
に
よ
る
太
鼓
の

演
奏
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
三
年
間

宮
田
小
・
鼓
隊
と
合
唱
団

ま
と
め
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

新
種
目
に
挑
戦
！

「
ど
ん
ど
こ
幸
せ
隊
」

人
形
劇
を
と
お
し
て

大
学
生
と
の
交
流

案  

内

古
木
名
木
調
査
に

参
加
し
て

平
澤
千
章
（
新
田
）

リレー随想
（320）

宮田中・スプリングコンサート

こ
の
広
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


	広報みやだ398号
	表紙
	新しい議員決まる
	新議員12人の顔ぶれ
	投票率は75.87%
	議長インタビュー、候補者別の得票数

	3月定例会
	人事、条例・規則
	補正予算
	予算、村道路線の認定・廃止、一般質問
	議員任期を満了し解散

	春の人事異動、宮田村消防団新しい役員体制でスタート、文化会館・体育施設の管理が変わりました、小林副村長が退任
	春の人事異動
	宮田村消防団新しい役員体制でスタート、文化会館・体育施設の管理が変わりました
	小林副村長が退任

	固定資産税宅地評価額を公表します、宮田村消防団協力事業所表示制度スタート
	平成20年度標準値価格
	宮田村消防団協力事業所表示制度スタート

	くらしの情報
	宮田村役場電話
	ケーブルテレビ1ch、4月の納税、4月の水道料・下水道使用料、心配ごと・行政相談、結婚相談
	募集、お知らせ
	よろこび、かなしみ
	シリーズ環境問題

	みんなの健康みんなの福祉
	高齢者の教室、介護者の会、休日緊急当番医
	なごみ家だより
	若者支援の現場からのメッセージ
	保健ごよみ4/16〜5/15

	図書館だより、ワインカレンダー、公民館だより
	図書館だより
	ワインカレンダー
	公民館だより／高齢者学級研修、宮田少年県道大会
	グループめぐり、短歌・俳句

	公民館だより続き
	宮田小トランペット鼓隊と合唱団によるさよならコンサート、どんどこ幸せ隊、宮田中スプリングコンサート、リレー随想
	人形劇を通して大学生との交流、新種目に挑戦、案内



